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１
．
湛
水
被
害
に
苦
し
ん
だ
地
域

　

金
華
山
麓
達
目
洞
を
水
源
と
す
る
荒
田

川
は
、
日
野
・
水
海
道
を
経
て
梅
林
付
近

か
ら
南
下
し
て
清
水
川
と
合
流
し
、
さ
ら

に
加
納
・
茜
部
・
三
里
・
鶉
・
日
置
江
を

蛇
行
し
な
が
ら
下
っ
て
長
良
川
に
流
入
す

る
河
川
で
す
。
こ
の
川
は
勾
配
の
弱
い
川

で
、
特
に
三
里
よ
り
下
流
は
「
殆
ド
流
水

ナ
ク
、
停
滞
シ
居
ル
」
状
態
で
し
た
。
出

水
時
に
は
長
良
川
へ
吐
き
出
す
樋
門
が
閉

鎖
さ
れ
る
た
め
、
湛
水
が
約
２
ｍ
に
も
な

る
所
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
岐

阜
市
南
西
部
地
区
の
日
置
江
・
市
橋
・
鶉
・

三
里
・
茜
部
地
区
等
は
洪
水
の
度
に
湛
水

被
害
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
頃
か
ら
美
濃

の
人
々
は
「
輪
中
治
水
社
」
や
「
治
水
共

同
社
」
を
つ
く
り
、
国
や
県
に
「
河
川
改

修
工
事
促
進
」
を
働
き
か
け
て
い
ま
し
た
。

山
田
省
三
郎
（
１
８
４
２
〜
１
９
１
６
）

は
佐
波
村
の
人
で
す
が
、「
荒
田
川
や
境
川

の
水
吐
場
で
あ
る
長
良
川
の
水
の
流
れ
を

良
く
し
な
け
れ
ば
こ
の
地
域
・
加
納
輪
中

の
湛
水
被
害
は
な
く
な
ら
な
い
」
と
、
木

曽
川
・
長
良
川
・
揖
斐
川
の
三
川
分
流
の

工
事
を
進
め
る
た
め
に
献
身
的
に
活
動
し

ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
湛
水
の
引
か
な
い

宇
佐
（
三
里
地
区
）
な
ど
岐
阜
市
南
部
の

様
子
を
見
て
は
憂
慮
し
、
政
府
の
山
縣
有

朋
氏
に
予
算
に
組
む
よ
う
に
要
望
す
る
な

ど
の
活
動
を
し
ま
し
た
。 

２
．
大
工
場
の
進
出
と
汚
水
被
害

　

大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
第
一
次
世
界

大
戦
が
勃
発
す
る
と
国
内
工
業
は
活
況
を

呈
し
、
翌
年
以
後
、
日
本
毛
織
・
大
日
本

紡
績
・
鐘
紡
・
片
倉
製
糸
な
ど
の
大
資
本

が
岐
阜
市
域
に
進
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
地
元
資
本
の
中
小
企
業
に
よ
る
創
業

も
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
域

が
「
東
海
道
線
に
沿
い
東
西
市
場
の
中
間

で
至
便
而
も
地
勢
上
電
力
豊
富
に
し
て
、

機
械
工
業
の
原
動
力
を
得
る
こ
と
容
易
な

る
事
と
職
工
の
供
給
充
分
」

と
い
う
立
地
条
件
に
着
目
し

た
か
ら
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

女
子
労
働
者
を
主
体
に
し
た

大
工
場
が
幾
つ
か
現
れ
ま
し

た
。

　

そ
れ
ら
は
製
糸
・
絹
糸
紡

績
・
毛
糸
・
毛
織
物
・
綿
糸

紡
績
・
染
色
工
場
な
ど
の
軽

工
業
の
工
場
で
、
特
に
毛
糸

工
場
の
石
鹸
や
硫
酸
の
洗
毛

排
水
や
製
紙
、
澱
粉
な
ど
の

排
水
が
、
忠
節
用
水
・
清
水

川
・
そ
し
て
荒
田
川
に
流
れ

込
み
ま
し
た
。

　

荒
田
川
が
汚
濁
し
始
め
、

下
流
の
農
漁
民
に
被
害
が
及

ん
で
き
た
の
は
、
大
正
６
、

７
年
頃
か
ら
で
す
。
モ
ロ
コ
、

フ
ナ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
は
浮

き
、
淡
水
漁
業
者
が
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
稲
作
で

は
、
と
く
に
幼
稲
に
被
害
が

あ
り
水
口
に
近
い
稲
は
枯
死

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

３
．「
荒
田
川
公
害
」
が
問
題
に

　

大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
11
月
、
県
議

会
で
県
議
（
前
三
里
村
長
）
石
榑
敬
一
が

荒
田
川
下
流
域
の
水
質
汚
染
の
問
題
で
県

当
局
の
姿
勢
を
追
及
し
て
い
ま
し
た
。

・
従
来
、
荒
田
川
の
水
は
清
水
で
あ
っ
た
の

に
、
現
在
は
暗
緑
色
を
し
て
い
る
。
そ
し

て
異
臭
を
放
っ
て
、
牛
馬
す
ら
も
水
を
飲

む
こ
と
が
出
来
な
い
状
態
だ
。

ふるさとの歴史
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・
ま
た
農
民
が
肥
料
と
す
る
川
藻
も
少
し

も
殖
え
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
荒
田
川
で

獲
れ
る
水
産
物
は
年
額
10
万
円
を
も
超
え

て
い
た
が
、
今
日
で
は
そ
の
影
も
無
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
。

・
上
流
の
会
社
が
使
っ
て
い
る
劇
毒
薬
物
や

汚
物
を
河
川
に
流
す
に
あ
た
り
何
も
対
策
を

し
て
い
な
い
。
例
え
し
て
い
て
も
申
し
訳
程

度
で
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
そ

の
河
川
は
会
社
設
立
後
に
非
常
に
汚
れ
た
。

・
そ
れ
ら
の
会
社
が
流
す
劇
毒
薬
物
や
汚
物

が
作
物
に
引
っ
掛
か
る
と
、
一
週
間
程
度

で
腐
食
し
て
し
ま
う
。
従
っ
て
そ
の
川
水

は
牛
馬
す
ら
も
飲
ま
な
い
し
、
洗
濯
物
は

も
ち
ろ
ん
大
根
も
菜
っ
葉
も
洗
う
こ
と
が

で
き
な
い
。

・
そ
れ
で
再
三
再
四
、
沿
岸
民
は
県
に
懇
願

し
て
き
た
が
、
衛
生
課
の
方
は
「
俺
の
方

の
所
管
で
は
な
い
」
と
言
い
、
工
場
課
の

方
で
は
「
そ
れ
ま
で
は
適
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
い
る
。
…

４
．
農
漁
民
・
行
政
等
の
動
き

 

大
正
期 

　

荒
田
川
の
汚
水
に
対
し
て
、
こ
の
地
域

の
農
民
は
水
田
地
主
を
中
心
と
し
た
水
利

組
合
に
、
漁
民
は
水
産
会
に
結
集
し
、
対

岐
阜
市
・
対
岐
阜
県
・
対
政
府
運
動
を
継

続
的
に
行
う
一
方
、
沿
岸
の
排
水
工
場
に

徹
底
し
た
抗
争
を
続
け
ま
し
た
。

  

大
正
７
年
（
１
９
１
８
）
３
月
水
利
組
合

は
「
岐
阜
市
下
水
整
理
並
び
に
同
市
に
設

立
せ
ら
る
る
諸
会
社
よ
り
排
出
す
る
悪
水

及
劇
毒
薬
品
使
用
の
結
果
本
組
合
に
及
ぼ

く
し
、
化
学
物
質
が
河
底
に
沈
殿
し
な
い

よ
う
に
す
る
。②
濾
過
池
・
沈
殿
池
を
作
っ

て
、
汚
物
量
を
５
割
以
上
減
少
さ
せ
る
。」

の
二
つ
の
改
良
策
を
示
し
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
長
良
川
水
産
会
が
単
独
で
、

農
林
大
臣
・
商
工
大
臣
・
県
知
事
あ
て
「
本

会
区
域
ニ
属
ス
ル
荒
田
川
ノ
織
物
関
係
精

錬
工
場
ニ
浄
化
設
備
ヲ
設
置
ス
ル
ヨ
ウ
」

に
求
め
る
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
岐
阜
県
は
「
新
工
場
の
設
立
認
可
の

場
合
に
は
完
全
な
る
排
出
水
の
浄
化
設
備

を
設
け
さ
せ
る
」「
既
設
の
工
場
に
対
し
て

も
、
半
強
制
的
に
こ
の
浄
化
設
備
を
設
け

さ
せ
る
」
こ
と
を
許
可
条
件
と
し
ま
し
た
。

  　

大
正
〜
昭
和
初
期
の
荒
田
川
公
害
反
対
運

動
は
部
分
的
な
成
果
で
留
ま
り
ま
し
た
。
し

か
し
、「
境
川
排
水
改
良
工
事
」
や
「
忠
節

用
水
改
良
事
業
」「
荒
田
川
改
修
工
事
計
画
」

等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
更
に
全
国
初
の

「
分
流
式
下
水
道
・
岐
阜
市
下
水
道
事
業
」

を
生
み
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

岐
阜
市
歴
史
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
話
・
岐
阜
の
歴
史
サ
ー
ク
ル
」

代
表
　
後
藤
　
征
夫

　http://book.geocities.jp/

　
　
　
　
　gifurekisi/rekisitop.htm

　
荒
田
川
の
土
手
に
立
っ
て
川
を
眺
め
る
と
、
川
底
の
石
も
見
え
、
水
は
ゆ
っ

た
り
と
流
れ
て
い
ま
す
。
亀
や
鯉
も
泳
い
で
い
ま
す
。

　
○
百
年
前
、
こ
の
川
の
湛
水
・
汚
水
の
状
態
は
、
ど
ん
な
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

　
○「
荒
田
川
公
害
」
の
原
因
や
問
題
解
決
へ
の
努
力
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

○ 

こ
の
文
章
は
、「
岐
阜
県
史
」「
岐
阜
市
史
」

「
岐
阜
県
治
水
史
」「
岐
阜
市
合
併
五
十
年
誌
・

ふ
る
さ
と
三
里
」
な
ど
を
も
と
に
、
後
藤
征
夫

が
ま
と
め
ま
し
た
。

セ
ズ
、
支
流
又
ハ
溝
ナ
ド
ニ
ハ
多
少
魚
類

ヲ
見
ル
モ
、
其
数
量
ハ
年
々
減
少
ノ
事
実

明
ナ
リ
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

昭
和
３
年
６
月
23
日
、
つ
い
に
戸
田
教

授
（
京
都
帝
国
大
学
医
学
博
士
）
と
共
に

県
立
病
院
長
・
県
衛
生
課
長
・
県
工
場
課

長
他
・
水
利
組
合
委
員
一
同
・
岐
阜
市
長
・

加
納
町
長
・
各
村
長
・
水
産
会
な
ど
一
行

に
よ
る
「
視
察
調
査
」
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
共
同
毛
織
・
日
本
毛
織
・
岐
阜

絹
紬
精
錬
工
場
・
川
原
製
飴
・
加
納
清
水

川
天
満
橋
付
近
な
ど
で
、
翌
24
日
は
荒
田

川
合
流
点
よ
り
茜
部
村
大
野
へ
行
き
、
こ

こ
か
ら
墨
俣
ま
で
荒
田
川
を
下
っ
て
水
質

検
査
、
地
理
実
査
、
作
物
・
水
産
・
衛
生

な
ど
の
被
害
状
況
を
調
査
し
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
９
月
、
戸
田
教
授
は
「
荒
田
川

流
域
の
汚
染
被
害
防
止
に
関
す
る
調
査
報

告
」
に
ま
と
め
、
県
の
工
場
課
長
・
衛
生

課
長
な
ど
と
共
に
共
同
毛
織
及
び
大
日
本

紡
績
絹
糸
工
場
を
実
地
指
導
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
①
荒
田
川
の
日
頃
の
排
水
を
よ

す
水
利
並
び
に
被
害
調
査
の
為
」
に
調
査

委
員
会
を
設
置
し
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

大
正
13
年（
１
９
２
４
）調
査
委
員
会
は
、

工
場
排
水
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
と
被
害

と
の
因
果
関
係
を
追
求
す
る
科
学
的
分
析

を
、
加
納
町
に
あ
っ
た
県
立
農
事
試
験
場

に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
翌
年
11
月
、
荒
田
川
閘
門
普
通

水
利
組
合
常
設
委
員
・
調
査
委
員
と
関
係

町
村
長
・
地
元
県
議
・
警
察
部
長
・
県
工

場
課
長
が
合
同
で
、
対
策
と
行
動
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

　

茜
部
村
長
は
「
…
降
雨
出
水
毎
に
沿
岸

の
田
畑
に
汚
水
が
浸
入
し
、
農
村
の
小
作

問
題
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
一
刻
も
早
く

適
当
に
解
決
を
願
い
た
い
。」
と
、
対
策
を

待
ち
き
れ
な
い
被
害
村
の
立
場
を
主
張
し

ま
し
た
。
ま
た
地
主
で
も
あ
っ
た
常
設
委

員
は
、「
こ
れ
以
上
小
作
農
を
説
得
で
き
な

い
」
と
い
う
不
安
を
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
で
決
定
し
た
「
公
害
防
止
の

た
め
の
行
政
指
導
」
に
よ
り
、
後
藤
毛
織

や
川
原
製
飴
が
濾
過
装
置
を
設
置
す
る
等

の
成
果
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

昭
和
初
期

　

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
内
務
省
労
働

局
か
ら
岐
阜
県
に
対
し
て
「
工
場
排
水
ノ

水
産
業
ニ
及
ボ
シ
タ
ル
影
響
」
に
つ
い
て

照
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
委
員
会
で
、

石
榑
敬
一
委
員
は
「
現
今
ハ
、
ハ
リ
魚
・

桜
魦
・
白
魦
・
モ
ロ
コ
・
ビ
ン
魦
・
鮒
・

赤
ム
ツ
・
ド
ジ
ョ
ウ
等
ハ
全
滅
又
ハ
激
減

シ
、
鮎
ノ
如
キ
モ
以
前
上
ッ
タ
モ
ノ
ナ
ル

ガ
、
今
ハ
其
ノ
影
ヲ
見
ズ
、
現
今
本
流
ニ

於
テ
ハ
、
領
下
以
東
ニ
非
ラ
ザ
レ
バ
棲
息

荒
田
川
公
害
と

　
　
新
荒
田
川
の
開
削
⑴

荒
田
川
公
害
と

　
　
新
荒
田
川
の
開
削
⑴

―

岐
阜
市
南
西
部
地
域
の
用
排
水
・
湛
水
の
苦
悩―

山田省三郎の像

加納を流れる荒田川 日
本
紡
績

　
絹
糸
工
場

安
良
田
町

六
条

宇
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水
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町
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田
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路
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長
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荒田川閘門普通水利組合誌より
は明治29年湛水地域
は昭和３年７月１日 湛水地域

は
ぜ

だ
ち 

ぼ
く 

ぼ
ら

こ
う 

ば
い

ふ


